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   領域で，ある普遍的た形で与えられ，その形とそこに現われる普遍定数を理論的に求め
   ることができる．
 2）時間差τの小さい所での見，地の振舞いと，乱流中の慣性力，圧力および粘性力の2次
   のモーメントとの間に，ある簡単な関係があること，またτの小さいところで地＜見
   とたることが示され，それらのモーメントの定量的評価ができる．
             マルチフラクタルの確率的構造
                          電気通信大学細川巌
 乱流のスケール7におけるエネルギー散逸亙、は，その集合領域の測度の性質をもっている．
一般に，測度が局所的に亙、～〆のようだ自己相似性をもつとき，αの指数をもつ集合は7→O
において，フラクタル次元！（α）をもっており，このようた測度をマルチフラクタルと呼んでい
る．今迄の実験及び数値計算の結果から，乱流のエネルギー散逸が少くとも慣性領域でマルチ
